職種：品質管理　　職務：品質管理

【概要】

　品質管理とは、現場にとどまらず全社的な鍛造製品の品質の維持向上を図るとともに、国際規格の取得・管理目標によるマネジメント、及び品質保証を行うことである。クレームの減少、生産性の向上、モラールの向上、販売量の拡大といったTQMの実行とともに、顧客に対しての自社製品の品質を保証するための仕組み、機能を担い、全社的な取組み体制の構築が必要となる。

【仕事の内容】

　自社鍛造製品の向上活動を推進・実践するための具体的な方策を検討・計画し、それを管理する仕事である。また、ＩＳＯ等の国際規格の取得などによる品質マネジメントシステム構築の企画・立案、社内指導や関係部署との調整、外注先の指導や不良品予防対策などを行うことにより品質向上を図ることが大事である。

【求められる経験・能力】

（1） 入職に際して、当該業務における経験と専門知識、スキル、資格等が問われる。経験が重要であり、初任配属は行わず、設計など技術部門で一定の実務経験を積んだ者を配属させる場合が多い。

（2） 技能検定（鍛造）の資格（２級）を取得することで技能が社内で認められて地位が向上することが多い。転職時にも、資格保有者は有利である。

（3） 鍛造業や鍛造製品に関する興味や関心を持っていること、製品の精度向上に取り組むとともに自身の技能レベル向上への意欲を持っていることなどが挙げられる。

（4） 品質管理に関する全般的な知識と統計分析などのデータ分析に関する専門的な知識やその遂行能力、及び各種マニュアルの立案能力が必要である。

（5） 品質管理に関する作業方法の創意工夫や関係部署とのコミュニケーション能力に加えて、信頼感の醸成力も求められる。

（6） 効率的な工程図作成に関するノウハウのほか、国際規格など品質マネジメントシステム構築のための幅広い経験と知識や書類作成能力が必要である。

（7） 品質の向上を図るため、品質データを緻密に分析することができ、問題点の発見と改善のための解決策を、外注先も含めて全社的に策定することができるだけの経験に裏打ちされた知見と分析能力、行動力が求められる。特に、近年ではISO関係の手法や概念（APQP、PPAP、MSA、SPC、FMEA、MTBF、MTTRなど）の理解や、それに基づいた品質管理を要求されるようになってきている。

（8） 品質保証体制を確立していくため、様々な関係部署と連携して必要な社内調整を行う必要があることから、交渉能力や調整能力などコミュニケーションスキルや対人関係スキルも必要とされる。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

鍛造（２級）

· 職業訓練認定コース　鍛造技術通信講座〔日本鍛造協会〕
２級技能士鍛造科
資格に関係しない普通コースも併設

【労働省職業分類（小分類）との対応】

０７１　その他の技術者

